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LCST 型温度応答性高分子とは、低温時には高分子鎖が水和され溶解するが加熱によって脱水和

が起こり凝集し不溶となる高分子であり、この現象は高分子鎖の脱水和/水和およびコイル・グロ

ビュール転移に起因すると考えられている。水中で LCST 型温度応答性を発現する高分子の代表例

としてポリ（N-イソプロピルアクリルアミド）（PNIPAM）が挙げられ、この高分子はモノマーユニ

ットに着目した際、示性式が C₆H₁₁NO で表される¹。同じ示性式で表されるナイロン 6 は、親水部

であるアミド結合と疎水部であるアルキル鎖の両方を主鎖に持つ代表的なポリアミドである。しか

し、アミド基間の水素結合が強く高い結晶性を有しており、水に難溶であることから、水中におい

て温度応答性を示さない。 

そこで本研究では、新たな温度応答性高分子の分子設計として N-アルキル化ナイロンを設計し

た。アミド基の水素結合を切断することで、ナイロンを水に溶解させ温度応答性を発現させること

ができると考えた。N,N’-ジメチルナイロン-p,q は炭素数 p である N,N’-ジメチル-α,ω-アルキルジア

ミンと炭素数 q であるジカルボン酸クロリドを用いた重縮合によって合成した。ナイロンを N-ア

ルキル化したことで想定通り水に溶解した。温度変化透過度測定より、水中での温度応答性を検討

した結果、加熱により速やかに高分子鎖が凝集し LCST 型温度応答性を示した。
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Fig. (a) SEC chromatogram (CHCl3) (b) Transmittance change of N,N’-dimethylnylon-3,7 in water. 


